
長泉麗峰山の会・山行報告書                  文・山田敬  写真・後藤 

山行番．  NO.2057 

日 時  2024 年 10 月 13 日（日）晴 

山 域  奥秩父・乾徳山（2031ｍ）錦晶水コース 

コース  長泉 6:00-徳和駐車場 8:06-乾徳山登山口 8:35-乾徳山山頂 12:04～33（昼食）-乾徳山登山

口 14:38-徳和駐車場 15:07-富士吉田・大渋滞-富士宮経由-東名-長泉 20:00 

標高差  徳和駐車場約 828ｍ～乾徳山 2031ｍ＝標高差約 1231ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

乾徳山は下山の後がたいへんだった 
ど～が～ https://susono-reihou.babyblue.jp/00-60mp4.mp4 

参加者  後藤、山田敬＝2 名 

 

私にとって、4 ヵ月ぶりの山行。秋冬シーズンに向けての開幕山行である。夏の間はジ

ムに週２、3 回通って、ランニングマシーンを傾斜 15 度にして、坂道ランニングを 30 分

から 1 時間続けてきた。しかし、運動はその程度だった。 

今回は暑さも和らいだ10月中旬の天気の良い3連休。人出が多いことも予想はしていた。 

朝は快晴。向かう山は乾徳山。 

 

 
駐車場のセリカ XX（ダブル・エックス）    登山口 

 

乾徳山は標高 2031ｍで、スタート地点の駐車場から標高差 1230ｍ。4 ヵ月のブランクを

考えると、もう少し低山でもよかったかなと思いつつ、後藤さんも夏の間はそんなに山に

行けていないらしい。ゆっくり行けばいいと思い、登山開始。 

■                     

去年は 10 月も、結構暑かった記憶がある。水は２L と多めに持ってきた。しかし、登りは

じめたら、緩やかに涼しい風があり、なんとも気持ちがいい。やっぱ自然の中は癒される。 

途中、銀晶水・錦晶水の水場があり、冷たい水でタオルを濡らして顔を拭くこともでき

た。お腹もすいたので小休憩。後藤さんから「安納芋の焼き芋」をもらう。 



 

国師ヶ原 乾徳山が見えた ♬白樺・青空・白い雲～～～ 

今年は日照りと水不足で作物がうまく育たないと嘆いていたが、焼き芋はおいしかった。 

乾徳山は初めてだが、行程は総じて足場がそんなに岩々していなく、他の山に比べて歩

きやすい。それだからなのかトレランの人も多い感じがした。静岡からそんなに遠くない

し、登りやすいし、私にとってはいい山だ。 

                    ■ 

乾徳山の登山口から 2 時間くらい緩やかな登りが続き、標高 1500ｍあたりで白樺の高原

のような場所に出た。あとで地図を確認すると国師ヶ原あたりか。視界が開けて、乾徳山

の山頂が、目の前にドカンとそびえ立っていた。 

結構歩いたのに「えー、あそこまで登るの！？」という感覚。思い出してきた。山って、

だいたいそうだ。麓からのなだらかな傾斜と山頂に向かう急な傾斜があって、その傾斜の

変わり際あたりで、山頂が見えてくることが多い。 

そして山頂が見えてから登頂までは大変だけど、山頂が見えてきたら、登頂まではだい

たい 1 時間くらい。これは実証したわけではないが自分の経験値だ。どんなにきつくても

「あと 1 時間！」と思えば、なんとか頑張れる。 

                    ■ 

扇平より先は、いよいよピークアタックだ。山の傾斜角度も上がり、鎖場も出てきた。

途中でヘルメットをかぶる。その間、後ろからどんどん若い人たちのパーティや外国の人

たちが登ってくる。全体的に年齢層は若めだ。 



 
扇平                    焼き芋 

 
岩場 

 

ヘルメット着用後、髭剃岩や鏡岩、雨乞岩など巨岩・奇岩がどんどん登場する。アスレ

チックみたいに足をひっかける位置を探しながら登っていったら、あっという間に頂上直

下の鳳岩（おおとりいわ）まで来た。ここは 20ｍくらいの岩場だ。 

後藤さんが「山ちゃん、荷物デポしていきなョ」と言ってくれて、ザックを残して、山頂ま

での岩場に挑む。途中足場に困るところもあったが、無事登頂。残念ながら富士山は見え

なかったが、紅葉が少し始まった甲斐の山々を眺めることができた。 

                    ■ 

岩場はどんどん人が登ってくるので、山頂で写真をとったら迂回路で早々に下山。山頂

から少し下った眺めがいいところで、お昼をとることにした。 

登頂までを振り返ると、徐々にお尻とお腹の筋肉がプルプルしてきたが、登りはそんな

にきつい感覚はなかった。少しずつジムのランニングマシーンで走っていた効果があった

かもしれない。 

お腹を満たして、下りの準備をしていたら、外国人の若い女性グループとすれ違う。女

性だけのグループは珍しいので、後藤さんが声をかけたら、横浜から来たロシアの人たち

だった。「プーチン怖いね」と言ったら「プーチン優しいよ」と返される。 

立場変われば評価も変わるのか、言論統制があるのか・・・。日本に来て 16 年とのこと

だったが、日本語は達者だった。「ハラショー」と後藤さんがロシア語をひねり出して、一 



 鳳岩の山ちゃん 

 

 



旦別れた。 

下山はただひたすら下るだけだが、下りの筋肉はジムで鍛えてなかったので、時間が長

く感じて辛かった。標高が下がると暑さも出てきて、汗が噴き出して、水を補給しながら、

無の境地で進む。 

後ろから急いで降りるグループがいくつか追い越していく。どうやらバスの時間がある

らしい。先程別れたロシア女性チームも追い越してきたので、後藤さんが「車で送っていっ

てあげるよ」と提案したが「大丈夫～！」とやんわりお断りされた。 

「バスで来る人は時間制限があってたいへんだね」と言っていた。この時は、その後自分た

ちが渋滞にハマって、よっぽどたいへんになるとは思っていなかった。 

                    ■ 

15 時すぎにようやく駐車場に到着。行動時間 7 時間。下りが効いて足が痛かったが、な

んとか無事に帰って来た。 

早く帰って、思いっきりビールを飲もうと、帰路を急ぐ。しかし、高速に乗った直後の

山中湖あたりで大渋滞に突っ込んでしまう。スマホで交通情報を見ると渋滞は 10 キロ近く

御殿場まで続くようだったので、高速を降りて下道を行くことにした。 

しかし、下道も高速と同じ大渋滞。信号が変わってもなかなか車が前に進まない。「こ

んな渋滞にあったことはない」と後藤さんは言っていたが、事故渋滞でもないのに、とにか

く御殿場方面の道はカチカチに車が詰まって動かない。改めて交通情報を見ると下道もし

ばらく動きそうにないので、大回りになるが、思い切って富士宮経由で帰ることにする。   

到着は 20 時くらいになりそうなので飲み会はなしだ。 

途中でコンビニに寄って、おにぎりとノンアルビールで後藤さんと車中で乾杯。飢餓感

が MAX だったので、アルコールが回った気がして、なんとなく気持ちが落ち着いた。 

遠回りした分、時間はかかったが、富士で渋滞にあうこともなく、東名もスイスイと車

は進み、なんとか長泉に到着。 

後藤さんには行き帰りの運転含め、たいへんお世話になって、お疲れ山行になってしま

ったが、乾徳山はいい山だった。雪山に向けて、今後がんばりたい。 

 

追伸  美女は 3 名。1名は未登頂。ランチの中身は、サンドイッチ・バナナ・茹タマゴ。飲み物は、 

    ウオーターだった。3名共、なかなかフレンドリー。アドレス聞けず残念（笑い） 

 
ロシア美女軍団               最後、シカさんにバイバイ！！ 


